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１． はじめに 

国土地理院は，陸域観測技術衛星「だいち（ALOS）」に搭載されたＬバンド合成開口レーダー（以下，「SAR」と

いう．）の観測データを利用した干渉SARの定常解析を行い，防災のための地殻・地盤変動の監視に努めている． 

釧路平野は，定常的な地盤沈下監視地域に含まれ，この釧路平野を形成する釧路湿原において局所的な地表変位

が，SAR干渉解析により捉えられた．そこで，釧路湿原という地理的条件の下で検出された地表変位と湿原内にお

ける水循環（地下水変化等）との関連性を特定するとともに，湿原管理における干渉SARの有効性について調査を

行ったので報告する． 

 

２． 研究内容 

釧路湿原内には，環境保全のため，主に水循環に関するデ

ータ（地下水データ等）が取得されている．そこで，SAR干渉

解析で捉えられた局所的な地表変位に関わる要因を追求する

ため，北海道開発局より提供頂いた2007年地下水位データと

の関連性について検討した．また，地下水変化に影響を及ぼ

す降雨時期とPALSARデータ観測日の関係についても調査を行

った．SAR干渉解析に使用したデータは，干渉性が低下する冬

季のデータを除き，地下水位データも揃っている2007年６月

～10 月のデータを使用した．解析ペアの組み合わせは表－１のとおりであ

る．  

 SAR 干渉解析の結果，解析 No.１，２では，主に湿原北部の共通な領域に

地表変位が捉えられた．変位量は，最大で約７cm 衛星に近づく変位が見ら

れる（図－１（ｂ））．本稿では，地表変位が捉えられた周辺域で地下水位計

が設置されている地域（ａ），（ｂ）を対象に検討を行った．なお，SAR干渉

解析には，国土地理院が開発した解析ソフトウェア”新 GSISAR”を使用し

た． 

 

３． 調査結果 

３．１ 地表変位が捉えられた周辺域の地下水変化 

地域（ａ），（ｂ）の周辺のSAR観測期間の地下水位変動量を表－２に示

す．地域（ａ）では，解析No.１の期間で沈降する変動が捉えられ，この

期間の地下水位変動は，約 10～50cm 減少している．逆に，解析 No.２の期間では，隆起する変動が捉えられ，こ

の期間の地下水位変動は，約10～40cm増加している．地域（ｂ）では，地下水位が地盤高より高く，常時数十cm

冠水し，地下水位変動量も小さいのが特徴である．通常静穏な水面では，マイクロ波が鏡面散乱し，後方散乱が非
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表－１ SAR解析ペアの一覧 
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図－１ SAR干渉画像（解析No.１） 



常に小さくなるが，本解析では干渉が得られている．この説明として，水面上に植生が茂っている場合，水面と植

生の２回反射により後方散乱が発生して干渉が得られ，この干渉による変位量が観測期間の水位変化に対応する

（Wdowinski et al,2004）．そこで，この地域を2004/2006年の空中写真（環境省HP）で確認したところ，植生の

繁茂が確認でき，浸水しているように見られた．そのため，SAR干渉画像に見られる変動は，水位変化を反映して

いる可能性が高いと考えられる． 

 

 

地域（ａ）周辺 地域（ｂ）周辺 
地下水位観測点 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

地盤高（ｍ） 9.99 8.68 9.97 9.91 4.03 5.33 

2007年平均地下水位（ｍ） 9.79 8.14 9.95 9.93 4.39 5.42 

解析No.１観測期間の地下水位変動量（ｍ） -0.39 -0.49 -0.08 -0.08 -0.03 -0.06 

解析No.２観測期間の地下水位変動量（ｍ） +0.35 +0.40 +0.07 +0.07 0.00 +0.06 

 

３．２ PALSARデータ観測日と降雨時期との関係 

塘路雨量観測所（気象庁）の降水量とPALSAR観測日の関係を

図－２に示す．SAR 干渉解析に使用した 2007/6/5 では，直前の

数日に全く降雨がなく，2007/9/5の直前２日間に降雨が継続し，

2007/10/21 には，前日に１mm/h の降雨が１時間程度見られた．

SAR観測期間の水位変化が検出されたと仮定すれば，解析No.１

では 2007/9/5 直前の降雨による水位上昇を，解析 No.２では，

平時の水位へ戻る水位下降をSAR干渉解析が捉えたと思われる．  

 

４． まとめと考察 

SAR 干渉解析により捉えられた釧路湿原内の局所的な変動は，地表変位と水位変化であると推定される．地域

（ａ）のような地下水位変化に伴った地表変位は，サロベツ泥炭地でも降水後に地表が浮き上がり，乾期には沈下

する現象が観測されている（坂口，1974）．よって，地表変位に関しては，湿原を形成する特殊な土壌と地下水位

変化が大きな要因と考えられる．また，地域（ｂ）の冠水域では，水面と植生の２回反射により干渉が得られた水

位変化であると推定されるが，この干渉性については，平時の冠水状況や水面から茂る植生変化等を把握する必要

があり，今後更なる検討が必要である． 
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表－２ 地盤高と平均地下水位の関係とPALSAR観測時の地下水位変動量 
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